
菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

一
、
は
じ
め
に
l
智
洞
研
究
の
現
在
と
課
題
|

菅
原
智
洞
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
説
教
僧
、
お
よ
び
勧
化
本

作
者
で
あ
る
。
能
登
羽
咋
郡
菅
原
村
に
生
ま
れ
、
享
保
〔
一
七
二
ハ

ー一

七
三
六
〕
の
頃
に
上
洛
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
智
洞

は
説
教
僧
と
し
て
令
名
を
馳
せ
な
が
ら
も
、
寛
延
年
間

〔
一
七
四
八

1
一
七
五
二

か
ら
安
永
年
間

〔一

七
七
二
1
一
七
八

乙

に
か
け
て
、

多
数
の
勧
化
本
を
述
作
し
た
。

智
洞
は
、
近
世
中
期
に
お
け
る
唱
導
界
の
双
壁
と
し
て
、
真
宗
大

谷
派
の
粟
津
義
圭
と
併
せ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
古
く
は
、
鷲

尾
教
導
氏
が
、

智
洞
お
よ
び
義
圭
を
「
唱
導
本
」
作
者
と
し
て
、
極

め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

I-Ll 

石

智

BB 

間

第
二
期

(※
筆
者
注
、
宝
永
元
年
1
享
和
三
年
を
指
す
)
に
入
り
て

本
派
菅
原
知
洞
、
大
谷
派
粟
津
義
圭
の
両
名
が
等
身
の
唱
導
本

を
世
に
出
し
て
、
唱
導
を
学
ぶ
も
の
こ
帰
仰
を
う
け
た
こ
と
は

唱
導
史
上
特
筆
大
書
す
、
べ
き
で
あ
ら
う

《
中
略
》
第
三
期

(※

筆
者
注
、
文
化
元
年
1
明
治
三
六
年
を
指
す
)
に
入
り
て
著
作
は
寡

聞
の
吾
人
で
は
絵
り
多
く
見
無
い
よ
う
に
思
は
れ
る
、
何
に
せ

よ
唱
導
界
の
本
大
両
派
の
大
関
た
る
菅
原
智
洞
と
粟
津
義
圭
が

出
た
後
だ
か
ら
他
の
も
の
は
顔
な
し
で
あ
る

こ
の
他
、
関
山
和
夫
氏
は
、
智
洞
と
義
圭
と
を
指
し
て

「近
世
真
宗

説
教
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
述

べ
、
沙
加
戸
弘
氏
も
ま
た
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
智
洞
と
義
圭
と
を
好
一

対
と
見
な
す
論
調
は
多
い
。

し
か
し
、
義
圭
研
究
に
比
し
て
、
国
文
学
者
に
よ
る
智
洞
研
究
は
、

七



図
文
印
刷
干
論
叢

第
六
十
五
輯

立
ち
後
れ
の
感
が
否
め
な
い
。
義
圭
研
究
は
、
関
山
和
夫
氏
や
沙
加

戸
弘
氏
の
論
考
を
始
め
、
後
小
路
薫
氏
や
西
田
耕
三
氏
、
足
立
賀
奈

子
氏
な
ど
、
国
文
学
者
に
よ
る
研
究
が
数
多
く
あ
る
。

一
方
で
、
智

洞
研
究
に
つ
い
て
は
、
山
内
啓
介
氏
や
土
田
衛
氏
、
日
下
幸
男
氏
に

よ
っ
て
略
年
表
が
作
成
さ
れ
た
他
、
翻
刻
や
影
印
本
の
刊
行
等
が
数

点
な
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
後
小
路
薫
氏
は
、
智
洞
作
勧
化
本

「勧
化
論
語
」

に
際
し
、
そ
の
解
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

の
翻
刻

こ
の
著
者
菅
原
智
洞
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
勧
化
本
の
著
者
と

し
て
よ
り
も
、

「桂
川
連
理
柵
」
「
摂
州
合
邦
辻
」
な
ど
の
作
で

著
名
な
、
浄
瑠
璃
作
者
菅
専
助
と
同

一
人
物
で
あ
る
か
否
か
を

め
ぐ

っ
て
、
芸
能
史
研
究
の
分
野
で
と
り
あ
げ
ら
れ
論
議
の
ま

と
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
(
土
田
衛
氏
「
菅
専
助
は
説

教
僧
に
あ
ら
ず
」
京
都
新
聞
、
昭
和
五
十
三一
年
十
一
月
十
二
日
)

が
、
そ
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
お
い
て
も
、
知
日
洞
は
近
世
の
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
の
説
教
の
巨
匠
と
し
て
、
ま
た
勧
化
本
の
著
者

と
し
て
、
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
私
は
先
に
「
近
世
勧
化

本
略
年
表
」

(「
文
塞
論
叢
』
第
十
号
。
昭
和
五
十
三
年
。
本
書

付
録
に
所
収
)
を
作
製
し
、
近
世
の
仏
教
の
教
化
を
目
的
と
し

J¥ 

て
述
作
さ
れ
た
書
籍
群
の
さ
さ
や
か
な
整
理
を
試
み
報
告
し
た

が
、
そ
こ
に
掲
げ
た
約
五
百
部
の
書
籍
の
う
ち
二
十
部
を
智
洞

一
人
が
し
め
て
い
る
。
こ
の

一
事
か
ら
も
智
洞
が
い
か
に
近
世

の
勧
化
本
史
上
重
要
な
位
置
に
あ
る
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

知
日
洞
研
究
の
関
心
は
、

専
ら
芸
能
史
研
究
の
方
面
に
向
け
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
勧
化
本
を
多
く
述
作
し
て
い
る
点

か
ら
、
智
洞
は
勧
化
本
作
者
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
、

後
小
路
薫
氏
は
論
じ
て
い
る
c

土
田
衛
氏
に
よ

っ
て
、
智
洞
と
菅
専
助
が
同

一
人
物
で
あ
る
と
い

う
説
は
否
定
さ
れ
た
。
生
没
年
の
問
題
等
か
ら
精
微
な
研
究
が
な
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
覆
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
議
は
、

一
応
の
決
着
を
見
た
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
智
洞
研
究
を
進
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
芸
能
史
研
究
の
分
野
か
ら
距
離
を
置
き
、
後
小
路

薫
氏
の
論
じ
た
よ
う
に
、
勧
化
本
作
者
と
し
て
の
智
洞
に
注
目
す
る

必
要
が
あ
る
。「
近
世
の
勧
化
本
史
上
重
要
な
位
置
に
あ
る
」
と
も

論
じ
ら
れ
る
知
日
洞
の
研
究
が
、

未
だ
基
盤
整
備
の
段
階
で
あ
る
こ
と

は
、
智
洞
研
究
を
進
展
さ
せ
る
上
で
も
、
ひ
い
て
は
勧
化
本
研
究
を



進
展
さ
せ
る
上
で
も
、
解
消
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

本
稿
の
主
た
る
内
容
は
、
智
洞
研
究
の
基
盤
整
備
の

一
助
と
し
て

作
成
し
た
、

「
菅
原
智
洞
著
作
目
録
」
の
提
示
で
あ
る
。
併
せ
て
、

調
査
の
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
、
知
日
洞
作
勧
化
本
を
刊
行
し
た
書

慰
の
傾
向
に
も
言
及
す
る
。

二
、
菅
原
智
洞
著
作
目
録

{凡
例
】

O
掲
載
は
初
版
の
刊
年
順

(推
定
含
む
)
と
し
た
。

O
便
宜
上
通
し
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
写
本
は
番
号
の
上
に

「固」

を
付
し
た
。

O
旧
字
体
は
通
行
字
体
に
改
め
、
合
略
仮
名
を
通
常
の
仮
名
文
字

に
置
き
換
え
た
。

O
調
査
対
象
の
記
載
事
項
に
は
「

」
を
付
し
た
。

O
複
数
行
に
跨
る
箇
所
は

〈
〉

で
表
し
、

〈
〉

内
の
双
行
箇

所
は

《
》

で
表
し
た
。
ま
た
、
改
行
箇
所
は

「/
」
で
表
し

た
。

O
虫
食
い
な
ど
に
よ

っ
て
読
解
不
可
能
な
箇
所
に
は
「
・
」
を
付

し
た
。

菅
原
知
日
洞
著
作
目
録
稿

O
本
文
表
記
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り

(刊
本
に
限
り
付
訓
片
仮
名
)

で
、
挿
絵
を
有
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
目
録
に
掲
載
し

た
智
洞
作
勧
化
本
全
て
に
共
通
す
る
た
め
、
日
銀
か
ら
省
略
し

た
。

堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本

[M
e
%
]

①

浄
土
勧
化
言
々
海

大
本

・
三
巻
三
制
。

{外

題

}
「
浄
土
勧
化
言
々
海

肩

・
双
辺
。

{内

題

}
「浄
土
勧
化
言
々
海
巻
上

(
1
下
)」
。

{柱
刻
題
}
「
一
言
ミ
海
巻
上

(
1
下
)」
0

{

序

}
序
題
「
言
ミ
海
自
序
」
、
序
末

「芳
瑞
述
」
。

{

政

】
肱
題
「
ニ=口旨
海
抜
」
、
肢
末

「
紀
南
理
芳
題
/
寛
延
庚
午

孟
春
日
」
。

{刊

記

}
「文
政
十
年
丁
亥
正
月
/
皇
都
書
林
津
逮
堂

三
条
通
御

幸
町
大
谷
吉
野
屋
仁
兵
衛
板
」
。

{広
告

・
目
録
}
無
し
。

{備

考

}ω龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

[
m
a
m
o
W
]
の
刊

記
に
は
「
書
林

京
堀
川
通
松
原
上
町
八
尾
清
兵

衛
梓
行
」
と
刻
さ
れ
て
い
る

(刊
年
未
詳
)
。
ま
た
、

上

(
1
下
)」
。
原
題
築

・
刷

・
左

プL



園
文
学
論
叢

第
六
十
五
輯

外
題
や
内
題
は
、
右
と
同

一
の
も
の
を
有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
目
録
題
や
柱
刻
題
は
、
智
洞
作

『浄
土
勧

化
文
選
」
(
③
)
の
も
の
を
有
し
て
い
る
。

ω智
洞
作

「勧
導
簿
照
』
(⑮
)
の
「
刻
勧
導
簿
照
縁
起
」

(真
教
識
)
に
、
「
ソ
ノ
言
々
海

〈三
/
巻
〉
芙
蓉
編

〈十
/
巻
〉
ハ
寛
延
己
巳
ノ
秋
、
廿
二
歳
ニ
シ
テ
紀
南

ニ
錫
ヲ
掛
ケ
勧
導
ヲ
行
シ
、
還
テ
帝
郷
ニ
入
ル

ニ
、

現
芳
ヲ
右
ニ
シ
芳
瑞
ヲ
左
ニ
シ
六
条
ノ
大
五
堂

ニ
寄

宿
シ
テ
冬
日
ヲ
送
ル
ニ
、

二
子
ガ
為
ニ

二一
編
ヲ
著
ス
。

成
コ
卜
三
月
ニ
ハ
満
ス
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ

っ
て、

『
浄
土
勧
化
言
々
海
』
は
寛
延
二
年

〔
一
七
四
九
〕
、
智
洞
二
二
歳
の
時
に
述
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

②

説
法
百
華
園

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本
[
附
『

m
t
W
]

大
本

・
五
巻
三
冊
。

{外

題

】
「
説
法
百
華
園
」
。
原
題
策
・
刷
・
左
肩

・
双
辺
。

{内

題

}
「
説
法
百
華
園
巻
之
一

(j
五
)
」
。

{柱
刻
題
】
「
百
華
園
巻
之

一

(1
五
)
」
。

{

序

}
序
題
「
説
法
百
華
園
序
」
、
序
末
「
寛
延
辛
未
春
三
月
/

。

菅
原
山
僧
智
洞
如
達
」。

【

政

】
無
し
。

{刊

記
】
無
し
。

{広
告

・
目
録
}
無
し
。

{備

考

}
川

『享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
」
に
よ
る
と
、
初
版
は
宝

暦
二
年

〔
一
七
五
三

に
、
大
坂
の
柏
原
屋
与
市
か
ら

刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
伝
存
は
未
詳
。

①

説
法
滋
々
編

例
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
天
性
寺
文
庫
本

[天

性
寺

I
W
]
大
本

・
五
巻

一
冊
。

{外

題

}
「説
法
数
々
編
全
」
。
原
題
祭
・
刷
・

左
肩

・
双
辺
。

{内

題

}
[巻
一

・二
]
「
説
法
規
ミ
編

巻

之

一
(j
二
)
」
。

[巻
三
1
五
]
「説
法
難
々
編
巻
之
三

(j
五
)」。

{柱
刻
題
}
「難
ミ
編
巻
之

一

(
1五
)」
。

{

序

}
序
題
「
説
法
数
数
編
序
」
、
序
末
「
菅
原
山
僧
智
洞
如
達

撰
」0

{

政

}
政
題
「
説
記
編
後
」
、
「周
州
友
人
春
国
識
」0

{刊

記

}
O
「
宝
暦
武
歳
壬
申
正
月
人
日
/
書
館
/
浪
華
心
斎
橋
筋

順
慶
町
渋
川
与
市
/
京
都
堀
川
通
松
原
上
町
八

尾
清
兵
衛
」

(※
巻
五
・二
四
丁
オ
に
刻
す
)。



O
「
皇
都
書
林
五
条
橋
通
堺
町
西
へ
町
津
田
文
栄
堂

菱
屋
友
五
郎
」

(※
後
見
返
し
に
刻
す
)。

【広
告

・
目
録
】
無
し
。

【備

考

}ω本
書
は
二
種
の
刊
記
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
は
匡
郭
の

大
き
さ
を
異
に
し
て
い
る
。
巻
五
刊
記
の
匡
郭
は
、

縦
二
0
・一二

×
横
一
五
・
O
糎
で
、
後
見
返
し
刊
記
の

匡
郭
は
、
縦

一
八
・
四
糠
×
横

一
三
・
O
糎
で
あ
る
。

『享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
の
記
載
事
項
か
ら
も
、

本
書
が
菱
屋
友
五
郎
に
よ
る
後
刷
本
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

Fh
lυ

、AY

ω龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本
[
侃

-m，
W
]
は
、
五

巻
三
冊
で、

刊
者
は
京
の
永
田
調
兵
衛
で
あ
る
。
刊

年
は、

第
三
冊
巻
末
に
刻
さ
れ
る
広
告
「
皇
都
書
林

文
昌
堂
蔵
版
目
録
」
よ
り
、
安
永
六
年

ご

七
七
七
〕

以
降
と
推
察
さ
れ
る
。
智
洞
作
勧
化
本
の
う
ち
、
「勧

導
簿
照
廿
巻
」

(⑩

・
⑬

・
⑮

・
⑮
)
、
「勧
化
論
語
三

巻
」
(
⑪
)
、
「一一
一文

一
録
三
巻
」
(
⑬
)
の
三
点
が
記
載

さ
れ
る
。

④ 

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
閃

醤
喰
願
海
紗

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

-
m
'
W
]

大
本

・
五
巻

一
冊
。

{外

題

}
「〈
機
法
/
・
・
〉
磐
験
願
海
紗

左
肩

・
双
辺
。

{内

題
}
「嘗
聡
願
海
紗

巻
之

一

(j
五
)」
。

{柱
刻
題
}
「願
海
紗
巻
之

一

(
1五
)」。

{序

(
一
)
}
序
題
「
題
嘗
織
願
海
紗
後
」
、
序
末

「
宝
暦
発
酋
春
正
月

/
湖
東
沙
門
某
識
」。

{序

(
二
)
}
序
題
「
警
職
願
海
紗
序
」
、
序
末
「
延
享
二
乙
丑
年
二
月

既
望
/
釈
善
以
」。

{序

(
三
)
】
序
題
「
願
海
紗
序
」
、
序
末
「
宝
暦
乙
亥
仲
冬
/
知
洞

顕」
。

{

政

}
無
し
。

{刊

記
】
「宝
暦
三
年
中
春
時
正
日
刻
連
/
四
条
通
寺
町
西
江
入

町

京

師

上
坂
勘
兵
衛
/
心
斎
橋
筋
順
慶
町
浪
花

渋
川
清
右
衛
門
/
犬
上
郡
千
堂
町
湖
東
田
中
新
治
」
0

【広
告

・
目
録
}
「
後
編
嗣
出
」

(※
刊
記
の
丁
左
側
に
刻
す
)。

【備

考
}
川
内
題
左
下
に
、
「
〈美
濃
房
島
釈
善
以
述
/
能
登
菅
原

釈
知
日
洞
閲
〉」

と
刻
す
。

ω本
書
の
後
編
が

「
嗣
出
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詳

細
な
ら
び
に
伝
存
未
詳
。

一」。

原
題
簸

・
刷
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堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本

[
M
'
m
]

⑤

説
法
無
尽
蔵

五
巻
三
冊
。

{外

題

}
[第

一
(
)
二
冊
]
「
説
法
無
尽
蔵
〈
上

(
j
中
)
之
/
本

末
〉
」
。
原
題
築

・
刷

・
左
肩

・
双
辺
。

[
第
三
冊
]
「
説
法
無
尽
蔵

〈
下
之
/
巻〉」
。
原
題
築
・

刷

・
左
肩

・
双
辺
。

{内

題

】
[第

一
1
二
冊
]
「
説
法
無
尽
蔵
巻
之
上

(
1
中
)
本

(j
末
)」。

[第
三
冊
]「
説
法
無
尽
蔵
巻
之
下
」
。

【柱
刻
題
}
[第

一
冊
]
「
無
尽
蔵
上
本

(1
末)」
。

[
第
二
冊
]「
無
尽
蔵
巻
中
本

(j
末
)」
。

[第
三
冊
]
「
説
法
無
尽
蔵
巻

(之
)
下
」
0

{

序

}
序
題
「
説
法
無
尽
蔵
自
序
」
、
序
末
「
宝
一騎
発
酉
冬
十
月

菅
原
山
僧
智
洞
如
達
撰
」
。

【

抜

】
政
題
「
無
尽
蔵
」
、
肢
末

「京
西
釈
春
国
書
」
。

【刊

記

}
「宝
暦
四
歳
甲
成
仲
春
日
/
書
癖

京
堀
川
通
松
原
上
町

八
尾
清
兵
衛
梓
行
」
。

【広
告
・
目
録
}
無
し
。

大
本

⑥ 

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

[仰
・
羽

'
W
]

説
法
微
塵
章

大
本

・
五
巻
五
冊
。

{外

題
}
原
題
後
欠
落
。

{内

題
}
「説
法
微
塵
章

巻
之

一
(j
五
)」。

{柱
刻
題
}
「微
塵
章
巻
之

一

(1
五
)
」。

{

序

】
序
題
「
説
法
微
塵
章
序
題
」
、
序
末

「
宝
暦
五
乙
亥
春
二

月
能
等
智
洞
」
。

{

政

}
無
し
。

{刊

記
】
「宝
暦
五
乙
亥
吉
日
/
書
林
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町

河

内
屋
茂
兵
衛
板
」。

{広
告
・
目
録
}
無
し
。

{備

考

}ω
「盈
」
と
墨
書
さ
れ
た
菱
形
の
題
後
が
、

左
肩
に
貼
ら

れ
て
い
る
。

固
⑦

E
a

芙
蓉
編

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[
M

冗
，

W
]

大
本

三
巻
二
冊
。

【外

題

}
「知日
洞
師
芙
蓉
編
上

(1
下
)
」。
題
簸
欠

・
墨
書

・
左
肩
。

{内

題

}
[第
一

冊
]
「
芙
蓉
編
」
、
「芙
蓉
巻
二
」
。

[
第
二
冊
]
「
芙
蓉
編
巻
三
」0

{奥

書
】
無
し
。

{広
告

・
目
録
}
無
し
。



備

考

}ω扉
に

「御
文
芙
蓉
編
」
と
有
り
。

ω
『享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
に
よ
る
と
、

宝
暦

六
年

〔一

七
五
六〕

に
、
大
坂
の
丹
波
屋
半
兵
衛
よ
り

刊
行
の
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
智
洞
作

『勧

導
簿
照
』
(
⑩
)
の
「
刻
勧
導
簿
照
縁
起
」

(真
教
識
)

や

(※
前
掲
①

ω参昭一
)、
同
作

『勧
詞
小
笠
』
(
⑪
)
の

序
文

「寛
延
己
巳
ノ
冬
、
予
廿
有
二
歳
ニ
シ
テ
、

言
々

海

〈
三
/
巻
〉、
芙
蓉
編

〈十
/
巻〉
、
著
述
シ
テ
ヨ
リ
」

か
ら
、
本
書
は
寛
延
二
年

ご

七
四
九
〕
に
は
既
に
成

立
し
て
お
り
、
刊
本
は

一
O
巻
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
伝
存
は
未
詳
。

川
諸
本
に
、
堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本

[問

・
位
]
が

あ
る
。
巻
冊
数
な
ど
差
異
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、

特
例
と
し
て
次
項
に
書
誌
を
掲
載
す
る
。

の
本
文
に
は
異
同
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、

ぼ
同

一
で
あ
る
。

な
お
、

内
容
は
ほ

固
⑦

・
b

芙
蓉
編

堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本

[M
I
包

本

・
一
O
巻
五
冊
。

【外

題

】
[第

一
冊
]「

一
二
」
。
題
簸
欠

・
墨
書

・
左
肩
。

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

[
第
二
冊
]「
三
四
」。

題
簸
欠

・
墨
書

・
左
肩
。

[
第
三
冊
]
「
六
五
」。

題
簸
欠

・
墨
書

・
左
肩
。

[第
四
冊
]
記
載
無
し
。

[第
五
冊
]「
九
十
」。

題
築
欠

・
墨
書

・
左
肩
。

題
}
[第

一
冊
]
「
芙
蓉
編
巻
之

こ
。

[第
二
冊
]
「
芙
蓉
編
巻
三

(1
四
)」
。

[
第
三
冊
]
「
芙
蓉
編
巻
之
五
」
、
「
芙
蓉
編
巻
六
」
。

[第
四
冊
]
「
芙
蓉
編
第
七
」
、
「
芙
蓉
編
巻
之
八
」0

[第
五
冊
]
「
芙
蓉
編
巻
之
九
」0

一民

室
田}
無
し
。

{広
告

・
目
録
}
無
し
。

内

そ

⑥

浄
土
勧
化
文
選

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[
M
W

乃

W
]
大
本
・

三
巻

一
冊
。

{外

題
}
「浄
土
勧
化
文

選

上

言
ミ
海
後
集」
。
原
題
策

・
刷

・

左
一
屑
・
双
辺
。

{内

題
}
「浄
土
勧
化
文
選

巻
之
上

(
1
下
)
」
。

{柱
刻
題
}
「一一=ロ
ミ
後
巻
上

(
1
下
)」
0

{序

ご
)
}
序
題
「
浄
土
勧
化
文
選
序
」
、
序
末

「
宝
暦
甲
戊
冬
十
二

月
/
平
安
西
山
春
国
題
」
。

大
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{序
(二)
】
序
題
「
与
春
国
師
書
」
、
序
末
「
岡
鳳
鳴
書
」
。

{

蹴

}
政
題
「
蹴
」
、
政
末
「
宝
暦
乙
亥
春
二
月
/
釈
通
洞
達

分」
。

{刊

記

}
「
宝
暦
辛
巳
孟
春
日
/
書
林
京
堀
川
通
松
原
上
町
八

尾
清
兵
衛
梓
行
」
。

{広
告

・
目
録
}
無
し
。

{備

考

}
ω智
洞
作

『勧
導
簿
照
」
(
⑩
)
の
「
刻
勧
導
簿
照
縁
起
」

(真
教
識
)
に
は
、
本
書
を
指
し
て
「
言
々
海
ノ
後
編
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵

『浄

F
h
J
U

、，d

土
勧
化
言
々
海
』

[mt
山

I
W
]
に
見
ら
れ
る
、
目

録
題

・
柱
刻
題
の
問
題

(※
前
掲
①
川
参
照
)
と
関
係

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①

式
文
淘
汰
紗

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本
[
別
訂

W
]

大
本
・
五
巻
二
冊
。

{外

題

}
「式
文
淘
汰
・
」
。
原
題
簸
・
刷

・
左
肩

・
双
辺
。

{内

題
}
「式
文
淘
汰
秒
巻
之

一
(
j
五)」。

{柱
刻
題
}
「報
恩
講
式
巻
之

一

(
j
五)」。

【

序

}
序
題
「
淘
汰
紗
序
」
、
序
末
「
宝
暦
壬
午
正
月
人
目
/
能

登
掌
持
堂
自
題
ス
」
。

四

記
】
「明
和
三
丙
成
年
八
月
日
出
来
/
書
林
/
大
坂
心
斎
橋
筋

順

慶

町

渋

川
与
左
衛
門
/
京
寺
町
通
松
原
上
ル
町

今
井
七
郎
兵
衛
」。

{広
告
・
目
録
】
無
し
。

{備

考

}ω龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
は
、
本
書
の
他
に
二
種
の

刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
都
合
三
種
の
刊
本
は
、

そ
れ
ぞ
れ
刊
行
書
躍
の
記
載
な
ど
を
異
に
し
て
い
る
。

O
A
本

(五
巻
二
冊
)
:
:
:
[
大
坂
]
渋
川
与
左
衛

門
・
[
京
]
今
井
七
郎
兵
衛
:

・
[制

e
U

W

]。

円

υ

O
B
本

(五
巻

一
冊
)
:
:
:
[大
坂
]
渋
川
与
左
衛

門

・
[
大
坂
]
渋
川
与

市

[

仰

4
m
t
W
]。

O
C
本

(五
巻
三
冊
)

・

[
京
]
丁
子
屋
九
郎

右
衛
門
:
:
:

[
弘
お

W
]
。

A
本

・
B
本
に
は
、
「
明
和
三
丙
成
年
八
月
日
出
来
」

と
刻
さ
れ
る
。
し
か
し
、

B
本
が
A
本
よ
り
も
、

匡

郭
の
縦
横
が

一
粍
ず
つ
短
く
な

っ
て
い
る
点
を
勘
案

す
れ
ば
、

A
本
を
初
版

(あ
る
い
は
早
印
本
)
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

C
本
に
は
刊
年
が
刻

さ
れ
て
い
な
い

一
方
、
第
二
冊
裏
表
紙
に
「
天
保
七

丙
申
年
八
月
」「
伊
賀
国
名
張
郡
蔵
持
村
長
倉
・
西
光

干IJ



寺
」
と
墨
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑩

勧
導
簿
照

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[白

・

M

W

I
]

大
本

・
五
巻

一
冊
。

{外

題

}
「〈
浄
/
土
〉
勧
導
簿
照
巻

一
〈
全
部
廿
冊
/
初
編

《自

一
/
至
四
》〉」
。
原
題
築

・
刷

・
左
一肩

・
双
辺
。

{内

題

}
[巻

一
j
凹
]「
勧
導
簿
照
巻

一

(1
四
)

初
編
」
。

[巻
五
]「
勧
導
簿
照
巻
五

二
編」
。

{柱
刻
題
}
「勧
導
簿
照
巻
之

一

(
1五
)」
。

{序

(
一
)
}
序
題
「
自
序
」
、
序
末
「
能
登
菅
原
釈
智
洞
如
達

撰」
。

{序

(二
)
}
序
題

「
刻
勧
導
簿
照
縁
起
」
、
序
末

「宝
暦
突
未
夏
六
月

西
濃
大
垣
待
円
寺
真
教
識
ス
」
。

{

政

】
無
し
。

{刊

記
}
「明
和
三
丙
成
正
月
/
京
書
舗
/
河
南
四
郎
右
衛
門
/
八

尾
清
兵
衛
/
河
南
四
郎
兵
衛
/
濃
州
大
垣

本
屋
善
兵

衛
」。

【広
告

・
目
録
}
無
し
。

{備

考

}
川
全
四
編
の
内
、
初
編
。

凶
刊
記
は
、
巻
四
末
尾
に
刻
さ
れ
る
。

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

川
外
題
と
中
身
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
題
築
に
刻
さ

れ
る
、
初
編
の
四
冊

(巻

一
(}
四
)
の
み
な
ら
ず
、

二一
編
の
第

一
冊

(巻
五
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本

来
は

一
巻

一
冊
綴
じ
で
あ

っ
た
も
の
を
、
合
本
し
た

際
に
生
じ
た
不
都
合
で
あ
ろ
う
か
。

川
「
自
序
」
に
は
、
本
書
の
刊
行
目
的
と
と
も
に
、
「
イ

サ
、
ヵ
文
義
検
事
ノ
類
ヲ
編
集
シ
テ
、

黄
口
ノ
雛
僧

ノ
為
ニ
夕
、
ソ
ノ
言
語
ヲ
務
ル
ノ
ミ
。
海
内
有
識
ノ

為
ニ
非
ス
」
と
、
智
洞
作
勧
化
本
の
主
た
る
読
者
層

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
d

4
t
 

川向
諸
本
に
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

[
m
t
p
t

W
]
が
あ
る
。
詳
細
な
書
誌
は
、
後
掲
⑮
を
参
照
。

⑪

勧
化
論
語

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[町
ー

m
-
W
]

大
本

・
三
巻

一
冊
。

{外

題

}
「神
土
勧
化
論
語

上
」
。
原
題
簸

・
刷

・
左
肩

・
双
辺
。

{内

題

}
「勧
化
論
語

巻
之
上

(
1
下
)」
。

{柱
刻
題
}
「論
語
巻
上

(1
下
)
」
。

{

序

}
序
題

「勧
化
論
語
序
」
、

【

政

}
無
し
。

序
末
「
智
洞
知
達」
。

五
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記
}
「明
和
四
丁
亥
孟
春
日
/
平
安
書
林
/
八
尾
清
兵
衛
/
河

南
四
郎
右
衛
門
/
同
梓
」。

【広
告

・
目
録
}
無
し
。

【備

考

】
川
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
蔵
長
円
寺
寄
贈
本
[
長

円
寺
川
]
も
、
同
版
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
、

一
巻

一
冊
で
、
上
巻
が
散
供
し
て
い
る
。

同
諸
本
に
、
東
洋
大
学
図
書
館
蔵
哲
学
堂
文
庫
本
[
て

7
左
4
1
T
側
]
が
あ
る
o

本
書
の
内
題
は
、
「
慶
喜

譜

巻

之

上

(
1
下
)
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本

書
は
次
の
よ
う
に
、

二
種
の
刊
記
を
有
す
る
。

[
巻
末
]
「
明
和
四
丁
亥
孟
春
出
来
/
寛
政
十
二
庚

申
秋
求
版
/
皇
都
書
林

西

六
条
油
小
路

魚
棚
上
ル
町

三
文
字
屋
和
助
」
。

[
後
見
返
し
]
「
各
宗
書
籍
製
本
発
売
所
/
京
都
書

林

永

田

調
兵
衛
下
京
区
第
廿
三

組
花
屋
町
通
油
小
路
東
入
山
川
町
」
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
巻
末
刊
記
を
参
照
す
る
と
、
本
書

が
後
刷
本
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

干IJ
⑫ 

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
侃

要
言
断
疑
本

ム
ノ、

-

叩

m
'
W
]

大
本

・
四
巻

一
冊
。

{外

題

】
「
〈浄
土
/
安
心
〉
要
言
断
疑
本

左
一屑

・
双
辺
。

{内

題

}
「
要
言
断
疑
本
巻
之

一

(
1
四
)」。

{柱
刻
題
}
「断
疑
本
巻

一
(
j
四
)
」。

{

序

}
序
題
「
要
言
断
疑
本
序
」
、
序
末
「
通
洞
・
」。

{

政

}
無
し
。

{刊

記
}
「明
和
五
年
戊
子
春
三
月
穀
日
一
/
江
戸
日
本
橋
南

一
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
/
大
坂
心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町

大
野
木

市
兵
衛
/
京
都
堀
川
高
辻
下
ル
町

八

尾
清
兵
衛
/
同

堀
川
仏
光
寺
下
ル
町

河

南
四
郎
右
衛
門
/
同

同

町

同
四
郎
兵
衛
」。

{広
告

・
目
録
}
菅
原
智
洞
著
作
物

(⑮

・
⑪

・
⑫
)
の
羅
列
(
※
刊

記
上
部
に
刻
す
)
。

一」。

原
題
築

・
刷

⑬

勧
導
簿
照

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
侃

・

M
e
w
-
2
]

大
本
・
五
巻

一
冊
。

{外

題

}
「〈
浄
/
土
〉
勧
導
簿
照
巻
二
〈
全
部
廿
冊
/
二
編

《
自

五
/
至
十
》〉
」
。
原
題
築

・
刷
・

左
肩

・
双
辺
。

題
}
「勧
導
簿
照
巻
六

(
j
十
)
二
一
編」
。

内



{柱
刻
題
}
「
勧
導
簿
照
巻
之
六

(
j
十
)」。

{

序

}
無
し
。

{

政

】
無
し
。

{刊

記
}
「
明
和
七
庚
寅
正
月
/
京
書
舗
/
河
南
凹
郎
右
衛
門
/
八

尾
清
兵
衛
/
河
南
喜
兵
衛
/
濃
州
大
垣
本
屋
善
兵
衛
」。

【広
告

・
目
録

]
O
「皇
都
書
態
〈
英
華
堂
/
南
栄
堂
〉
蔵
書
品
目
」

二
丁

(※
巻
末
に
刻
す
)。

O
「智
洞
師
撰
述
目
次
」
全
一
一

点

(※
刊
記
の
了
右

側
に
刻
す
)。

考

}ω全
四
編
の
内
、
第
二
編
。

「
「
υ

4
E
笠

ω諸
本
に
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

[m
・
p
・

W
]
が
あ
る
。
詳
細
な
書
誌
は
、
後
掲
⑮
を
参
照
。

{脂⑭ 

[M

m

]
 

唱
E
ム

勧
詞
小
茎

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本

大
本

・
三
巻
三
冊
。

{外

題

}
「
真
宗
安
心
勧
詞
小
笠

上

(
1下
)」。

原
題
簸
・
刷
・

左
肩

・
双
辺
。

【内

題

}
[第一

1
二
冊
]
「
勧
詞
小
峯

巻

之
上

(
j
中
)」。

[第
三
術
]
「
勧
詞
小
茎
巻
下
」
。

【柱
刻
題
}
「
勧
詞
小
益
巻
上

(
j
下)」
。

菅
原
知
日
洞
著
作
目
録
稿

}
序
末
「
明
和
六
巳
丑
夏
五
月
十
三
日
書
子
京
師
六
条
客

館
」。

{

政

}
無
し
。

【刊

記
】
「皇
都
堀
川
通
仏
光
寺
下
ル
処
河
南
四
郎
右
衛
門
」
。

{広
告
・
目
録
}
菅
原
智
洞
著
作
物

(⑩

・
0
・
⑫
・
⑬
)

の
羅
列

(※
刊
記
上
部
に
刻
す
)。

考

}ω序
文
は
明
和
六
年

〔一

七
六
九
〕
の
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、

刊
年
は
不
明
。
広
告
に
「
勧
導
簿
照

〈全
部

廿
冊
/
内
十
冊
出
来
〉」

と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『勧
導
簿
照
』
第
二
一編

(⑬
)
が
刊
行
さ
れ
た
明
和
七

年
〔

一
七
七
O
〕
か
ら
、
同
書
第
三
編

(⑮
)
が
刊
行

さ
れ
た
明
和
九
年

〔一

七
七
二
〕
の
聞
に
刊
行
さ
れ
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

序
f賄⑮

勧
導
簿
照

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[閃

M
'
W
'
3
]

大
本

・
五
巻
一
冊
。

{外

題

}
「〈
浄
/
土
〉
勧
導
簿
照
巻

一
〈
全
部
廿
冊
/
三
編

《
自

十

一
/
至
十
五
》〉
」。
原
題
築

・
制

・
左
肩一
・
双
辺
。

{内

題
}
「勧
導
簿
照
巻
十

一

(1
十
五
)

三
編」
。

{柱
刻
題
}
「勧
導
簿
照
巻
之
十

一

(1
十
五
)
」
。

七



閣
文
民
干
論
叢

第
六
十
五
輪

{

序

}
無
し
。

【

政

}
無
し
。

【刊

記
}
「明
和
九
壬
辰
=一
月
/
京
書
舗
/
河
南
四
郎
右
衛
門
/
八

尾
清
兵
衛
/
河
南
喜
兵
衛
/
濃
州
大

垣

本

屋
善
兵
衛
」。

{広

告

目

録

]
「
智
洞
師
撰
述
目
次
」
全
一
一
点

(※
刊
記
の
了
右
側

に
刻
す
)。

考
}
川
全
四
編
の
内
、
第
三
編
。

ω諸
本
に
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

[附
・
例

。

W
]
が
あ
る
。
詳
細
な
書
誌
は
、
後
掲
⑮
を
参
照
。

イ結

勧
導
簿
照

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
本

[
m
i
m
-
W
1

4
]

大
本

・
五
巻

一
冊
。

{外

題

}
「〈
浄
/
土〉

勧
導
簿
照
巻

一
〈
全
部
廿
冊
/
四
編

《
自

十
六
/
至
廿
巻
》〉」
。
原
題
築

・
刷

・
左
肩

・
双
辺
。

【内

題
}
「勧
導
簿
照
巻
十
六

(
1
二
十
)」。

{柱
刻
題
}
「
勧
導
簿
照
巻
之
十
一

(
1廿
)」。

{

序

}
無
し
。

{

政

】
無
し
。

{刊

記

}
O
「安
、水
二
発
巳
五
月
/
京
書
舗
/
河
南
四
郎
右
衛
門
/

八
尾
清
兵
衛
/
河
南
喜
兵
衛
/
濃
州
大

垣

本

屋
善

⑮ 

J¥ 

兵
衛
」

(※
巻
二
O
末
尾
に
刻
す
)。

O
「文
政
元
年
戊
寅
初
冬
/
皇
都
書
林
御
幸
町
御
池
下

ル
町
菱
屋
孫
兵
衛
」

(※
後
見
返
し
に
刻
す
)。

{広
告

・
目
録

}
O
「
智
洞
師
撰
述
目
次
」
全

一一

点

(※
巻
二
O
刊

記
の
丁
右
側
に
刻
す
)。

O
「皇
都
警
慰
五
車
楼
蔵
版
略
書
目
」
五
丁

(※
巻

末
に
刻
す
)。

O
菱
屋
孫
兵
衛
刊
行
書
籍
の
羅
列
、

全
七
点

(※
後

見
返
し
刊
記
の
丁
右
側
に
刻
す
)。

考
}
川
全
四
一編の
内、

第
四
編
。

ω本
書
は
、
菱
屋
孫
兵
衛
に
よ
る
後
刷
本
で
あ
る
。
龍

F
KJ
U
 

火
口
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
侃
担

W
]
は
第
四
編
を
欠
い

て
い
る
た
め
、
本
書
で
補
完

し
た
。

f府

ω初
版
の
刊
記
は
巻
二
O
末
尾
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
安
永
二
年

〔一

七
七
三〕

に
、
第
二
編

(⑬
)
・
第
三
編

(
⑮
)
と
同

一
の
書
障
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
初
版
の

刊
記
の
み
刻
さ
れ
た
諸
本
は
未
見
。

同

『勧
導
簿
照
」
の
現
存
す
る
諸
本
は
数
多
く
、
刊
記
の



相
違
に
留
ま
ら
ず
、
合
冊
の
仕
方
や
書
形
を
異
に
す

る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
点
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ

と
と
す
る
。

'h
d
 

固
⑫

祇
園
余
材

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
侃

』

叩

ぬ

'
W
〕
大
本
・

三
巻
二
冊
。

【外

題

}
「
祇
園
余
材
上
」
o

原
題
円
余

・
書

・
左
肩

・
無
辺
。

【内

題

}
[第一

冊
]
「
祇
園
余
材
初
編
巻
之
上
」
。

[第
二
冊
]
「
祇
園
余
材
初
編
巻
之
下
」
、
「
附
録
備
急
用

意
弁
」
。

{奥

書

}
無
し
。

{広

告

目

録

}
無
し
。

{備

考

}
川
「
附
録
」
の
冒
頭
に
「
安
、
水
三
冬
十
二
月
十
八
夜
発
端

香
光
庵
智
洞
」
と
記
載
が
あ
る
。

間
智
洞
作

『勧
詞
小
筆
』
(
⑭
)
の
序
文

(※
前
掲
⑦
凶
の

続
き
)
に
、
「
百
華
園

〈
五
/
巻
〉
、
難
々
編

〈
五
/

巻
〉
、
微
塵
章

〈五
/
巻
〉
、
無
尽
蔵

〈五
/
巻
〉
、
式

文
淘
汰
紗

〈
五
/
巻
〉
、
勧
化
文
選

〈
三
/
巻
〉
、
勧

化
論
語

〈
三
/
巻
〉
、
要
言
断
疑
本

〈
凹
/
巻
〉
、
勧

導
簿
照
〈
廿
/
巻
〉
、
祇
園
余
材
等
、
明
和
壬
午
ノ
撰

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

ニ
至
ル
マ
テ
、
数
十
巻
、
ミ
ナ
浄
土
勧
詞
ノ
漫
書
ナ

ル
ヲ
、
海
内
有
識
ノ
指
笑
ヲ
恥
ス
」
と
刻
さ
れ
る
。

「
明
和
壬
午
」
は
「
宝
暦
壬
午
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
、

本
書
の
成
立
を
宝
暦

二
一
年

〔一

七
六
二〕

頃
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑮

三
文
一
録

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[m
・

日

a
W
]

大
本

・
三
巻
三
冊
。

{外

題

}
「
〈
随
機
/
説
法
〉
三
文

一
録
八
十
余
座
上
(
j
下
)」。

原
題
築
・
刷
・
左
肩

・
双
辺
。

{内

題

}
「
三
文
一
録
巻
之
上

(
1
下
)」。

{柱
刻
題
}
[第

一
冊
]
「
三
文

一
録
巻
之
上
」
。

[
第
二
冊
]
「
三
文
一
録
巻
中
」
。

[
第
三
冊
]
「
三
文
一
録
巻
之
下
」
。

{

序

}
序
題

「三
文

一
録
叙
一言」
、

叙

末

「

菅

原

智

澗

敬

白」
。

{

政

}
政
題
「
政
」
。

{刊

記

}
「
安
永
六
丁
酉
歳
孟
春
/
皇
都
害
時
時
/
河
南
四
郎
右
衛
門

/
上
坂
市
兵
衛
/
北
村
四
郎
兵
衛
/
小
林
庄
兵
衛
/
山

田
三
郎
兵
衛
/
八
尾
清
兵
衛
」
0

九



園
文
与
論
叢

第
六
十
五
輯

【広
告

・
目
録
}
「
打
起
睡
眠
録
三
冊

刻
す
)。

近
刻
」

(※
刊
記
の
了
右
側
に

{浦

考
}
川
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
蔵
水
谷
氏
崇
覚
文
庫
本

[
崇
覚
即
]
も
、
同
版
と
思
わ
れ
る
。

ω目
録
題
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
書
名
に
も
な
っ

て
い
る
「
三
文
」
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

[第一

冊
]「
三
文

一
録
巻
之
上
出
家
文
目
録」
。

[
第
二
冊
]
「
三
文

一
録
巻
之
中
優
婆
夷
文
目
録
」。

[第
三
冊
]「一
一一
文

一
録
巻
之
下
多
屋
文
目
録
」
。

勧
向
西
方
編

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本

[侃

明
記

W
]

大
本

・
三
巻
二
冊
。

{外

題

}
「勧
向
西
方
編

一

(
1
二)」
。
原
題
後

・
刷
・
左
肩
・

双
辺
。

{内

題
}
「
勧
向
西
方
編

巻
之
一

(
j
二
)
」
。

【柱
刻
題
}
「
西
方
編
巻
一

(
1
二)」
。

{

序

】

O
序
題

「
序
言」
、
序
末

「
安
永
丁
酉
夏
五
月
弟
子
釈
青

岳
謹
識
」
0

0
序
題
「
刻
勧
向
西
方
編
序
」
、
序
末
「
安
永
丁
酉
之
秋

九
月
能
州
僧
通
洞
達
分
書
子
比
良
山
」
。

⑮ 

。

{

政

】
無
し
。

【刊

記
}
「安
永
七
年
戊
成
二
月
/
書
林
/
京
堀
川
通
高
辻
上
ル
問

近
江
屋
庄
右
衛
門
/
同
寺
町
通
五
条
上
ル
町

吉
野
家

為
八
/
同
堀
川
通
松
原
上
ル
町

八
尾
清
兵
衛
」
0

{広
告

・
目
録
}
「
雑
修
十
三
失
ノ
排
二
編
ニ
有
近
刻
」
(
※
刊
記
の

丁
右
側
に
刻
す
)。

考

}ω内
題
左
側
に

「菅
原
知
日
洞
師
口
説
門
人
青
岳
等
筆

受」

と
刻
さ
れ
る
。

ω
「近
刻
」
と
さ
れ
る
書
籍
の
、
詳
細
な
ら
び
に
伝
存
未

正
ヤ
。

{蒲

打
起
睡
眠
録

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
閃

t
m』
W
]

大
本

三
巻

一
冊
。

{外

題
}
「打
起
睡
眠
録

上

」。

原
題
築

・
刷

・
左
肩

・
単
辺
。

{内

題
}
「打
起
臨
限
録

巻

之

上

(1
下)」
。

{柱
刻
題
}
「睡
眠
録
巻
之
上

(
1下
)
」0

{

序

}
序
題
「
打
起
睡
眠
録
自
序
」
、
序
末
「
安
永
三
年
午
十
二

月
既
望
釈
智
洞
如
達
敬
白
」
。

【

肱

}
無
し
。

{刊

記
}
「安
、
水
七
戊
成
六
月
/
京
都
書
林
/
北
村
四
郎
兵
衛
/
河
南

@ 



四
郎
兵
衛
/
松
浦
善
兵
衛
/
濃
州
大
垣
本
屋
善
兵
衛
」
。

【広
告

・
目
録
}
「
大
経
勧
化
遺

喚

余

声

近
刻
」
(
※
刊
記
の
丁
右
側

に
刻
す
)
。

考
】
川
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
蔵
水
谷
氏
崇
覚
文
庫
本

[
崇
覚
肌
]
も
、
同
版
と
思
わ
れ
る
。
本
警
は
、

一
巻

一
冊
で
あ
る
。

備

遣
喚
余
声

東
洋
大
学
図
書
館
蔵
哲
学
堂
文
庫
本

[
こ
7
右
汀

T
附
]

大

本

・
六
巻
六
冊
。

【外

題
}
「〈
大
経
/
説
法
〉
遺
喚
余
声

物
編

一
(
j
六
)
」
。

原
題
円
余

・
刷
・

左
一肩一

・
双
辺
。

{内

題

}
「遺
喚
余
声
巻
之

一

(
1
六)」
。

{柱
刻
題
}
「遺
喚
余
声
巻
之

一

(
1
六
)」
。

{

序

}
無
し
。

【

政

}
無
し
。

{刊

記
}
「安
永
十
年
巳
三
月
/
皇
都
書
林
/
堀
川
通
仏
光
寺
上
ル

丁
銭
屋
庄
兵
衛
/
同

仏

光

寺

下

ル

丁

河

南

四
郎

兵
衛
/
寺
町
通
仏
光
寺
下

ル

丁

松

浦
普
兵
衛
/
濃
州

大
垣
書
林

本
屋
善
兵
衛
」
。

{広
告

・
目
録
}
「
二
編
近
刻
」
(
※
刊
記
の
丁
右
側
に
刻
す
)。

@ 

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

f脂

考
】
川
智
洞
没
後
の
刊
行
。
智
洞
作

『打
起
睡
眠
録
』
(
⑫
)

の
自
序
に
「
座
右
ノ
小
子
莱
等
ノ
需
ニ
応
シ
テ
、
コ

ト
シ
秋
九
月
廿

一
日
ヨ

リ
端
ヲ
発
シ
テ
、
大
経
下
巻

仏
告
弥
勅
章
ノ

一
段
ヲ
和
解
シ
、
造
喚
余
声
ト
名
ケ
、

全
部
十
二
冊、

十
二
月
十
日
マ
デ
ニ
集
録
シ
畢
レ
リ
」

と
刻
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書

は
安
永

三
年

〔一

七
七
四
〕
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ω同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
蔵
水
谷
氏
崇
覚
文
庫
本

[
崇
覚
町
]
も
、

同
版
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
、
六
巻

一
冊
で
あ
る
。

川
本
書
の
第
二
編

(『
打
起
睡
眠
録
』
の
自
序
か
ら
推
察

す
る
に
巻
七
1
一
一
一
を
指
す
か
)
が
「
近
刻
」
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
伝
存
未
詳
。

⑫

勧
導
要
語

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台
文
庫
本
[
町

ー

お

・
W
]

大
本

・
三
巻
三
冊
。

{外

題

}
「〈
浄
土
/
真
宗
〉

勧
導
要
語
上

(
j
下
)
」
。
原
題
祭

・

刷

・
左
肩

・
双
辺
。

{内

題
}
「勧
導
要
語
巻
之

一

(
1
三)」
。

{柱
刻
題
}
「
勧
導
要
語
巻
之
一

(
1
三
)」
。



園
文
議
論
叢

第
六
十
五
輯

}
序
題

「勧
導
要
語
序
」
、
序
末

「安
永
九
年
夏
六
月
毘
羅

山
下
真
龍
寺
/
通
洞
頓
首
」
。

{

蹴

】
無
し
。

{刊

記
】
「
天
明
元
年
辛
丑
孟
夏
/
皇
都
書
臨時
/
寺
町
通
高
辻
上
ル

町
松
浦
善
兵
衛
/
堀
川
通
仏
光
寺
下
ル
町
河
南
喜

兵
衛
/
烏
丸
通
高
辻
上
ル
町
同
儀
兵
衛
/
御
幸
町

通
三
条

下

ル

町

同

九

兵

衛
/
藤
沢
伊
兵
衛
」。

【広
告
・
目
録
}
無
し
。

【備

考

}
川
智
洞
没
後
の
刊
行
。

ω同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
蔵
水
谷
氏
崇
覚
文
庫
本

[起用覚
削
]
も
、
同
版
と
思
わ
れ
る
。

序

ニ
、
智
洞
作
勧
化
本
刊
行
書
聾
一
覧

{凡
例
}

O
上
段
に
は
、
刊
行
書
障
を
地
域
別

・
刊
行
点
数
順
に
並
べ
、
下

段
に
は
、
右
目
録
の
通
し
番
号
を
用
い
て
、
そ
の
書
騨
が
刊
行

し
た
智
洞
作
勧
化
本
を
記
し
た
。

O
諸
本
等
を
示
す
場
合
に
は
、
通
し
番
号
の
下
に
、
該
当
す
る
諸

本
等
の
情
報
を
記
し
た

【備
考
}
の
数
字

(ω、
凶
、
:
・

)

や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

O
同

一
の
通
し
番
号
内
で
、
同

一
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
は
「
H
」

で
繋
げ
た
。

O
書
感
名
の
下
に
刊
行
点
数
を
示
し
た
。
な
お
、

「
H

」
で
繋
げ

た
も
の
は
一
点
と
計
算
し
た
。

O
目
印
と
し
て
、
初
版

(あ
る
い
は
早
印
本
)
に
は
傍
線
を
付
し
た
。

O
異
な
る
書
臨
時
名
や
刊
年
が
併
存
す
る
書
籍
に
つ
い
て
は
、
最
も

後
年
に
刻
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
刊
記
に
限
り
表
に
組
み
込
ん

だ
。
し
か
し
、
⑪
川
に
つ
い
て
は
、
刊
行
順
の
前
後
関
係
が
明

ら
か
で
な
い
た
め
、
三
文
字
屋
和
助
と
永
田
調
兵
衛
と
の
双
方

を
表
に
組
み
込
ん
だ
。

{表

一
}
智
洞
作
勧
化
本
刊
行
書
感
対
応
表

刊
行
書
感

⑪
H

⑪

ω
 

⑬

ω
 

智
洞
作
勧
化
本

[
古

川
]八

尾
消
兵
衛

〈円以
〉

①

ω

@
川

⑤

③

⑩

⑪

H
O川
⑫

⑬

⑬

⑬

同

⑬
H
⑬

ω
⑬
 

⑩
 

⑮
 

⑬| 

河
南
四
郎
右
衛
門

〈
8
〉
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園
文
学
論
叢

第
六
十
五
輯

地
域
別
に
見
る
と
、
刊
行
害
賠
数

・
刊
行
点
数
と
も
に
、

京
が
他

の
地
域
を
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
京
の
中
で
も
、

八
尾
清
兵
衛
が
最
も
多
く
刊
行
に
携
わ

っ
て
お
り
、
河
南
四
郎
右
衛

門
が
そ
れ
に
続
く
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
書
臨
時
か
ら
刊
行
さ
れ
た
智

洞
作
勧
化
本
が
、
い
ず
れ
も
初
版

(あ
る
い
は
早
印
本
)
で
あ
る
点

は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
尾
清
兵
衛
に

つ
い
て
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
新
日
本
古

典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
す
る
と
、
仏
書
を
主
と
し
、
そ

の
他
医
書
や
幼
学
蓄
を
刊
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
河
南
四
郎

右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
宗
政
五
十
緒
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
同
氏
は
、

「
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
活
動
し
た
庖
の

一
つ
」

と
し
て
河
南
四
郎
右

衛
門
の

一
門
を
挙
げ
、
「
寛
文
頃
本
屋
と
し
て
現
わ
れ
る

(あ
る
い

は
、
も
う
少
し
遅
れ
る
か
)。

仏
書

・
儒
書
、

ま
た
古
典
の
出
版
で

知
ら
れ
た
庖
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

そ
の

一
方
で
、
永
田
調
兵
衛
や
、
丁
子
屋
九
郎
右
衛
門
と
い

っ
た
、

東
西
両
本
願
寺
の
、
い
わ
ゆ
る
御
用
書
林
が
板
元
と
な

っ
た
事
例
は

少
な
い
。
「
近
世
真
宗
説
教
の
最
高
指
導
者
」
と
さ
れ
る
智
洞
が
述

作
し
た
書
籍
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
版
に
至
つ
て
は
一
度
も

刊
行
に
携
わ

っ
て

い
な
い
点
も
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
り
、

智
澗
作
勧
化
本
、
と
り
わ
け
そ
の
初
版
本
は
、

専

四

門
の
仏
書
屋
で
は
な
く
、
仏
蓄
を
含
む
多
様
な
書
籍
を
刊
行
す
る
書

即
時
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
同
時
代
に
起
こ

っ
た
、
「
三
業
惑
乱
」
等
の
教
義
論
争

が
関
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な

'ν
 

日

J

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
『
通
俗
西
遊
記
』

[m
，

m]

W
H

，一、

後
見
返
し
に
は
、
「
寛
政
三
年
辛
亥
春
求
版
」
「
皇
都
書
賂
銭
屋
利
兵

衛
」
と
い
う
刊
記
と
と
も
に
、

「智
洞
師
著
述
目
録
」
全
四
点

(①

・

③

・
⑤

・
③
)
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銭
屋
利
兵
衛

の
刊
記
を
有
す
る
こ
れ
ら
四
点
の
刊
本
は
、
伝
存
未
詳
で
あ
る
。

な
お
、

四

お
わ
り
に

本
研
究
は
、
国
文
学
サ
イ
ド
に
お
け
る
智
洞
研
究
の
基
盤
整
備
の

一
助
と
し
て
、
「
菅
原
智
洞
著
作
目
録
」
の
完
成
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
稿
に
は
、
未
だ
至
ら
な
い
点
が
多
く
あ
る
も
の
の
、
今

後
の
研
究
の
足
掛
か
り
と
し
て
提
示
す
る
。

本
稿
に
は
、
「
菅
原
智
洞
著
作
目
録」

と
題
し
て
、

智
洞
作
勧
化

本
二
二
点
の
書
誌
を
掲
載
し
た
。
紙
帽
の
都
合
上
、
簡
易
的
な
も
の

で
は
あ
る
。
し
か
し
、
智
洞
の
旺
盛
な
執
筆
活
動
が
窺
え
る
と
と
も



に
、
勧
化
本
作
者
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
点
を
示
し

田
守
九

百

ノ
'
4E

づ
J

本
稿
で
は
目
録
か
ら
刊
行
書
臨
時
の
情
報
を
抜
き
出
し
、

整
理
し
た
。
す
る
と
、
地
域
別
に
は
京
の
書
躍
が
他
の
書
臨
時
を
数
的

に
圧
倒
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
、
八
尾
清
兵
衛
や
河
南
四
郎
右
衛

門
の
名
が
、
多
く
の
智
洞
作
勧
化
本
に
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
彼
ら
は、

専
門
の
仏
書
屋
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ

に
属
す
る
永
田
調
兵
衛
や
丁
子
屋
九
郎
右
衛
門
が
、
初
版
の
刊
行
に

携
わ
っ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
の
理

由
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
た
め
、
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た

-ν
 さ

ら
に
、

、主

(l
)

井
上
哲
雄
氏

『其
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
(
復
刻
版
、
永
田
文
昌
堂
、

一九
七
九
年
九
月
)
二
三
五
、
二
三
六
頁
。

(2
)
鷲
尾
教
導
氏
「
真
宗
唱
導
史
稿
」

(『
六
条
学
報
』

寅
会
、

一
九

一
四
年
六
月
)
一

六
頁。

(3
)
関
山
和
夫
氏

『説
教
の
歴
史
的
研
究
』
(
法
蔵
館
、
一
五
二
号
、
壬

一
九
七
三
年
三

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

月
)
三
二
五
頁
。

(4
)
沙
加
戸
弘
氏
「
粟
津
義
圭
著
作
目
録
稿
」

(『
近
江
地
方
史
研
究
』

第
七
号
、
近
江
地
方
史
研
究
会
、
一
九
七
八
年
六
月
)。

(5
)
後
小
路
蒸
氏
「
義
圭
著
述
略
考
」

(『
勧
化
本
の
研
究
」
和
泉
書
院
、

二
O
一
O
年
二
月
)
、
西
田
耕
三
氏

「粟
津
義
圭
の
字
訓
」

(『
近
位
の

僧
と
文
学

妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
」
ぺ
り
か
ん
社
、
二
O
一
O
年

二
月
)
、
足
立
賀
奈
子
氏
「
近
世
中
後
期
の
講
座
説
教
と
出
版
架
津

義
圭
を

一
例
と
し
て
|
」

(『
国
文
学
論
叢
』
五
六
号
、
龍
谷
大
学
国

文
学
会
、
二
O
一
一
年
二
月
)
等
。

(6
)

O
山
内
啓
介
氏

『浄
土
勧
化
文
選
」
(
勉
誠
社
、

一
九
八

一
年
一

一一

月
)
の
「
解
説
」
。

O
土
田
衛
氏
「
菅
専
助
は
説
教
僧
に
あ
ら
ず
」

(『
考
証
元
禄
歌
舞

伎
|
様
式
と
展
開
|』
八
木
書
庖
、
一
九
九
六
年
六
月
)

0

O
日
下
幸
男
氏
「
菅
原
智
洞
の
勧
化
本
」

(『菅
原
智
洞
集
』
龍
谷

大
学
文
学
部
日
下
研
究
室
、
ご
O
一
五
年
三
月
)。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
日
下
幸
男
氏
の
論
考
が
、
智
洞
と
菅
専
助
と
が

同

一
人
物
で
あ
る
と
い
う
仮
説
の
下
で
略
年
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(7
)
智
洞
作
勧
化
本
の
う
ち
、
翻

刻

影

印
等
が
な
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
期
の
籾
刻
に
は
誤
字
が
多
く
、

智
洞
研
究
の
基
盤
と
し
て
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
し
。

五



図
文
向
学
論
叢

第
六
十
五
輯

{翻
刻
】O
『滞
土
勧
化
言
々
海
」『
勧
化
文
選
」
↓

『説
教
集
録
』
(
興
教
書
院
、

一
八
九
二
年
)
収
録
。

O
「勧
導
簿
照
』
↓

『勧
導
簿
照
』
(
「
説
教
学
金
書
」
第

一一
編
、
興
教

書
院
、

一
八
九
八
年
)
収
録
。

O
『説
法
百
華
園
』『
説
法
級
生
編
」
『
説
法
無
尽
蔵
」
↓

『説
法
百
華

園

・
説
法
数
々
編

・
説
法
無
尽
蔵
』
「説
教
学
全
書
」
第
八
編
、
興

教
書
院
、

一
九
O
O年
)
収
録
。

O
「説
法
百
華
園
」
↓
関
山
和
夫
氏
編

「大
乗
仏
典

〈中
国

・
日
本

編
〉』

第
三
O
巻

(中
央
公
論
社
、

一
九
八
七
年
九
月
)
収
録
。

O
「勧
化
論
語
」
↓
後
小
路
葉
氏
「
『浄
土
勧
化
論
語
」
(
翻
刻
)」(『
勧

化
本
の
研
究
」
、
和
泉
書
院
、

二
O
一
O
年
二
月
)
収
録
。

{影
印
}O
『浄
土
勧
化
文
選
」
↓
山
内
啓
介
氏
編

『浄
土
勧
化
文
選
』
(
勉
誠

社、

一
九
八

一
年

一一一
月
)
収
録
。

O
『浄
土
勧
化
言
々
海
』『
説
法
規
々
編
』『
持
土
勧
化
論
語
』
↓
日
下

幸
男
氏

『
菅
原
智
洞
集
」
(
龍
谷
大
学
文
学
部
日
下
研
究
室
、

二
O
一
五
年
三
月
)
収
録
。

{稜
刻
}O
『勧
導
簿
照
』
↓
高
羽
五
郎
氏
編

『勧
導
簿
照
」

一
1
四

(
「
真
宗

談
義
本
小
系
」
第
八
編
、

一
九
八
七
年
三
月
i
一
九
八
八
年
二
月
)

v
λ
司
市
小
。

リ
H
州
ー
ハ
匁
改
ず

ームー
ノ、

(8
)
後
小
路
葉
氏
「
『浄
土
勧
化
論
語
』
(
翻
刻
)
」
(
『
勧
化
本
の
研
究
」
、

和
泉
書
院
、
二
O
一
O
年
二
月
)
五
一

四
頁
。

(9
)
樋
口
秀
雄
氏

・
朝
倉
治
彦
氏
編
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
(「未

刊
国
文
資
料
別
巻
」

て
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一

九
六
二
年

一
二
月
)。

同
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る

(七
八
頁)。

説
法
百
華
圏

全

五

冊

墨
付
百
十
五
丁

同
二
年
申
正
月

作

者

女

達

板
元
大
坂
柏
原
屋
与
市

売
出

西
村
源
六

(叩
)

前
掲

(9
)。
岡
市
固
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
が
あ
る

(七
八
頁)。

説
法
貌
々
街

全
五
冊

墨
付
百
十
二
丁

同
二
年
申
正
月

作

者

女

達

板
元

京

八

尾
清
兵
衛

売
出

須
原
や
茂
兵
衛

(日
)
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
編

『享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
(大

阪
図
書
出
版
業
組
合
、

一
九
三
六
年
五
月
)。

同
書
に
は
次
の
よ
う
に

記
載
が
あ
る

(四

一
頁
)
。

聖
人
勧
化
芙
蓉
編
五
冊

作

者

智

洞

(能
笠
国
菅
原
村
)

板
元
丹
波
屋
半
兵
衛



出
願
宝
暦
六
年
八
月

(ロ
)
『
勧
導
簿
照
」
「自
序
」
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

凡
ソ
勧
導
ノ
体
タ
ル
ヤ
、
文
ア
リ
、

義
ア
リ
、
事
ア
リ
、
聡
ア
リ
。

除
ハ
機
変
ニ
臨
応
ス
へ
夕
、
事
ハ
辞
典
ニ
散
在
ス
ヘ
シ
。
義
ハ
相
承

ノ
口
訣
ニ
従
ヒ
、
文
ハ
脈
祖
ノ
軟
中
ヨ
リ
ス
ル
ト
キ
ハ
、
詞
料
ソ
レ

乏
カ
ラ
ス
。
シ
カ
レ
ト
モ
コ
レ
ヲ
言
語
ニ
発
ス
ル
ニ
至
テ
、
ソ
ノ
裏

性
ノ
異
ナ
ル
所
ア
ツ
テ
、
能
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
能
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

聴
衆
モ
マ
タ
各
/
¥
ソ
ノ
異
ア
ル
カ
故
ニ
、
好
悪
褒
庇
ソ
レ

一
ナ
ラ

ス
。
或
ハ
智
ナ
ル
ア
リ
、
愚
ナ
ル
ア
リ
。
或
ハ
信
者
ア
リ
、
不
信
者

ア
リ
。

マ
タ

一
念
ノ
邪
ニ
止
ル
ア
リ
、
多
念
ノ
執
ニ
滞
ル
ア
リ
機
々

区
々
ニ
別
レ
タ
リ
。
故
ニ

言
語
高
雅
ナ
レ
ハ
愚
者
コ
レ
ニ
倦
ミ
、
言

語
部
俗
ナ
レ
ハ
智
者
コ
レ
ヲ
悪
ミ
、
文
義
厳
密
ナ
レ
ハ
不
信
者
コ
レ

ヲ
好
ン
セ
ス
。
除
事
多
端
ナ
レ
ハ
信
者
コ

レ
ヲ
褒
セ
ス
。

一
念
多
念

モ
マ
タ
/
¥
伝
ナ
リ
。
古
賀
シ
信
者
ハ
少
ク
不
信
者
ハ
多
夕
、
智
者
ハ

少
ク
患
者
ハ
多
シ
。
故
ニ
イ
サ
、
ヵ
文
義
聡
事
ノ
類
ヲ
編
集
シ
テ
、

黄
口
ノ
雛
僧
ノ
為
ニ
夕
、
ソ
ノ
一言
語
ヲ
誇
ル
ノ
ミ
。
海
内
有
識
ノ
為

ニ
非
ス
。
然
レ
ト
モ
コ
ノ
言
語
ニ
縁
テ
乏
モ
帰
仏
ノ
心
ヲ
生
ス
ル
モ

ノ
ア
ラ
ハ

、
ソ
レ
則
チ
仏
力
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
、
余
ガ
採
飢
ノ
幸
ヒ

何
事
カ
コ
レ
ニ
シ
カ
ン
云
爾
。

(日
)

例
え
ば
、

「
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
O
P
A
C
」
(
耳
壱
¥
¥

o
u
R
一彦
悶巾互回目白
2

U
¥

。un¥)
で
検
索
す
る
と
、
同
館
に
は
京
の
永

5

1
4
 

回
調
兵
衛
が
刊
行
し
た
、

二
O
巻

一
O
冊
揃
の
諸
本

[附

I
M
]
が

菅
原
智
洞
著
作
目
録
稿

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は

二
O
一
九
年
五
月
末
時
点
で
、
外
部
機
関
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、

詳
細
な
書
誌
は
取
れ
て
い
な
い
。
架
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て

書
誌
を
掲
載
す
る
。

(凶
)

宗
政
五
十
緒
氏

『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
(
同
朋
舎
、

一
九
八
二
年

二
一
月
)
二
四
二
頁
。

一付
記
}
本
目
録
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
、
堺
市
立
中
央
図
書
館
、
例
教
大
学
附
属
図
書
館
、

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
、
東
洋
大
学
図
書
館
、
同
朋
大
学
仏
教
文

化
研
究
所
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)

七


